平成２０年度システム開発型研究プロジェクト　申請書
1．申請資格等
	フリガナ
	
	
	性 別
	

	研究代表者氏名
	
	
	
	

	所属研究室
	

	生年月日
	年　　　月　　　日生（平成20年4月1日現在    歳）


	研究課題
	一般的な記述は避け，研究プロジェクトの研究内容がわかるような表現にすること．

また，課題名は25文字以内とすること。


	研究代表者の
指導教員
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	Email
	

	アドバイザ教員
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	Email
	


	連絡先・現住所
	郵便番号：

	
	住所：

	
	電話・FAX：

	
	携帯電話（携帯メール）：　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	e-mail：


	研究メンバー①
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	e-mail：
	

	研究メンバー②
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	e-mail：
	

	研究メンバー③
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	e-mail：
	

	研究メンバー④
	フリガナ
	
	職名
	

	
	氏 名
	
	
	

	
	所属機関
	

	
	e-mail：
	


(※)研究メンバーの欄が足りない場合，適宜欄を追加すること。

2．現在までの研究状況（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること。様式の改変・追加は不可(以下同様)）
　①これまでの研究の背景、問題点、解決方策、研究目的、研究方法、特色と独創的な点について当該分野の重要文献を挙げつつ記述する
　　こと。
　②研究代表者のこれまでの研究経過及び得られた結果について、問題点を含め①で記載したことと関連づけて説明すること。
　　なお、これまでの研究結果を論文あるいは学会等で発表している場合には、研究代表者が担当した部分を明らかにしつつ、それらの内容を
　　記述すること。
	研究題目の準備状況


3．これからの研究計画
(1) 研究の背景
　　2.で述べた研究状況を踏まえつつ、これからの研究計画の背景、問題点、解決すべき点、着想に至った経緯等について参考文献を挙げ
　つつ記入すること。
	研究の最終的な目標と，その中での提案する研究題目の位置付けについて


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　
－２／４－
 (2) 研究目的・内容（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること）
　①研究目的、研究方法、研究内容について記述すること。
　②どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか、具体的に記入すること。
　③なお複数で研究プロジェクトを遂行する場合には、研究代表者及び分担者が担当する部分を明らかにすること。
　④研究計画の期間中に異なった研究機関（外国の研究機関等を含む）において研究に従事することを予定している場合はその旨を記載すること。
	研究概要とブレークダウンした実装項目についての開発計画


(3) 研究の特色・独創的な点
　　次の項目について記載すること。
　　　①これまでの先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点
　②国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、意義
　③本研究が完成したとき予想されるインパクト及び将来の見通し
	研究開発の独創性やオリジナリティについて


　　研究代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　
－３／４－
(4) 研究実施計画

　　次の項目について記載すること。
　①研究内容の実現に具体性を持たせ，研究助成年度（翌年2月まで）にどの時期に何をどこまで明らかにするかを明確に記述すること。
　②研究メンバーがいるものは，それぞれの分担内容及び進捗予定についても明記し，必要であれば工程表などを別途添付すること。


	


(5) 中間・期末審査における発表イメージ（図表を含めてもよいので、わかりやすく記述すること。）
　　次の項目について記載すること。
　　　①年次計画を念頭に，各審査においてできるデモンストレーションイメージを明確に記載すること。
　②発表イメージと研究目的・内容の関係が明確になるように記述すること。
	中間審査と最終審査で行うデモンストレーションのイメージ

	・本プロジェクトの遂行に責任を持ち，中間発表会及び最終発表会の双方に参加して発表し，最終報告書を必ず提出することをここに誓約します．


・本提案において発生する諸業務の監督責任について理解し，また，最終報告書の提出がないなどプロジェクトが放棄されたと判断された場合，使用された経費は基盤教育研究費（校費）から返納することを誓約します．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　
－４／４－

ＤＣ





指導教員とアドバイザ教員（最終ページ）は同じでも構いません。





ここで言うアドバイザ教員とは，提案する研究課題において，購入する物品の発注・アルバイト費の支払いなどの全業務に渡り最終的な管理及び責任をとる教員のことです．以下にありますが，必ず申請前に承諾（直筆サイン）を得ること．





評価システムの関係上，早期単位認定は行いません．今年度に卒業を予定している者は，本単位を卒業単位として計上することは避けるようにして下さい．





研究代表者は，予算など，迅速に対応が求められる場合があるので，必ず連絡が取れるアドレス（携帯以外の添付ファイルを受け取れるアドレス）を記入してください．





研究代表者はそのプロジェクトの遂行に責任を持つという意味から，申請時においても他の研究課題のメンバとなることは認めません．但し，ある研究課題のメンバが別の研究課題のメンバとなることについては制約を設けません．





研究代表者は，プロジェクトに責任を持ち，プロジェクトをリードするだけでなく，中間・最終発表においても必ず出席して発表することが条件となっています（最終ページ）．








直筆サイン





直筆サイン








